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研究成果の概要（和文）：本研究は、約６０００点の旧大惣本を調査し、その仕入れ、流通、享受の経緯につい
て考察しました。調査の過程で得られた新見資料を基に下記のことが明らかになりました。１）営業期間中に少
なくとも三種類の請求記号を用いること；２）部類によって営業本の仕立て方が異なること；３）合巻の場合
は、特別な改装表紙を用い、毎年その表紙のデザインが変わること；４）表紙などの資料をもって仕入れの年度
を推定できること；５）読者の書入れを基に、大惣本の享受態度や貸本屋に対する見方が明らかになる事となり
ます。

研究成果の概要（英文）：This research project entailed an extensive archival survey of nearly 6,000 
books that circulated through the Daiso lending library, which operated in Nagoya between 1767 and 
1899. On the basis of the material gathered, we are now able to establish a five key facts about the
 acquisition, organization, and circulation of the Daiso; collection, namely: 1) the Daiso; used at 
least three distinct bibliographic systems over the course of its history; 2) different genres of 
books were refitted as rental books in different ways; 3) in the case of gokan in particular, the 
Daiso; used a special type of protective cover whose design changed from year to year; 4) 
paratextual material in the refitted Daiso; books enable us to establish a window for dating their 
acquisition; 5) reader comments and graffiti provide a basis for establishing the reasons behind the
 library’s demise. 
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
江戸時代最大の規模を誇った大野屋惣八の	

貸本屋(通称「大惣」)は、江戸後期の出版	業、

貸本業が興隆しつつあった名古屋におい	て、

出版文化消費の中心的位置を占めた。	元々酒

屋として開業したこの老舗は、薬、化	粧品、

小間物などの商いで利潤を上げ、それ	を書物

購入の資金として、名古屋を中心に個	人及び

他の貸本屋から多数の書物を購入し	た。明治

32年の廃業時には、二万冊を超え	るほどの厖

大な蔵書を所持していたが、その	内訳は、大

衆文学のみならず、儒教と仏教の	古典籍、史

書、科学書、絵本図解、評判記、	献立書まで

多岐にわたり、近世学問と諸般の	知識を広く

包括するものだった。本研究に至	るまで、大

惣本は文学史及び書誌学研究の対	象とされ

てきたが、蔵書目録二点以外は営業	文書が殆

ど現存していないので大惣本の仕	入れ、流

通、享受などの実体に迫ることが難 	しい現

状でした。そこで本研究は旧大惣本に	潜む

資料に着目し、調査の課程でより徹底を 	極

めた書誌学的データを収集しました。また	近

年の読書慣習研究に関する発展に応じて、	大

惣本に残る読者の反応の物質的痕跡(欄外	の

傍記、挿絵の落書、登場人物の顔面擦り潰	し

など)を含め、大惣本の購求・流通・享受	の

経緯を包括的かつ徹底的に研究するよう	に

試みました。	

２．研究の目的 
 
本研究は、近世名古屋の貸本屋、大野屋惣八 

の旧蔵書の網羅的調査によって収集する書 

誌データと資料を基に、大惣本の購求・流 

通・享受の経緯を出来る限り具体的に再構築 

し、多岐にわたる知識を提供した大惣本と近 

世学問・近世日本のソーシャル・メデイアと 

しての貸本業界や東海地方における文化的 

背景を調査することが目的でした。作業の過 

程で、収集したデータをデータベースに入力 

し、今後の研究で活かす情報の基盤を固めま 

した。また、大惣本の近世研究にとっての意 

味と価値を国内・海外の学会や学術誌で発表 

し、研究成果を発信しました。世界的にまだ 

無名な歴史的価値の高い大惣本を海外の研 

究者がより参考にしやすい形にすることがも

う一つの目的でした。 

 
３．研究の方法 
 
主に国会図書館、京都大学付属図書館、早稲 

田大学中央図書館、筑波大学図書館などを中 

心に調査を行う課程で、書誌学的情報を収集 

し、データベース化する作業を進めました。 

収集した資料の中で、特に表紙、題箋、蔵書 印、

在庫点検印、いろは符号・函架番号の紙 片な

どの材料に着目し、これらの資料をを基にし

て、大惣本の仕入れ、所蔵、修復の慣行 を巡

って考察を進めました。また、読者の書 入れ

や落書きの資料を集めて、名古屋における近

世大衆文学の受容の事情をできるかぎり再構

築を進めました。 

	
４．研究成果	
	

本研究は、約6000点の旧大惣本を調査し、	そ

の仕入れ、流通、享受の経緯について考察	し

ました。調査の過程で得られた新見資料を	

基に下記のことが明らかになりました。1)	営

業期間中に少なくとも三種類の請求記号	シ

ーステムを導入したこと;2)部類によっ	て営

業本の仕立て方が異なること;3)合巻	の場合

は、特別な改装表紙を用い、毎年その	表紙の

デザインが変わること;4)多くの場	合は表紙

などの資料をもって仕入れの年度	を推定で

きること;5)読者の書入れを基に、	大惣本の

享受態度や貸本屋に対する見方が	明らかに

なる事となります。	

全体的研究業績は学術誌・会議録の論文(5	

点)、国際研究大会の発表論文(6点)、招聘	講

演(5点)ということになります。また、	著書



執筆が順調にすすみ、昨年の報告書で	述べ

たように平成31年に成稿する予定に	なって

います。	
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